
                                      
 
誕生日祝い 
10 月 25 日    今本 義子会員 
 
 
 
ニコニコボックス 
土居会員 大須賀さん！コンサート有難うござい

ました。30 年前と変わらず素晴らしか
ったです。 

加藤会員 本日も元気に皆様よろしくお願いしま
す。 

岡田会員 カレーグランプリ、神田画報よろしく
お願いいたします。 

髙山会員 「神田古本まつり」が 10 月 25 日から
スタートします。いつもご支援頂きあ
りがとうございます。 

渡辺会員 来週の夜間例会、多数の参加ご連絡を頂
き有難うございます。楽しみにしており
ます。 

海江田会長・土居会員・大原会員・山田会員・ 
豊岡会員・木宮会員  

地区ゴルフ中央分区予選会で東京お茶の
水 RC チームがブービー賞を獲得しまし
た！賞金よりニコニコに寄付いたします。 
 

           計 18,000 円 累計 388,187 円 
 
 
会長報告 海江田 健司会長 
・米山奨学会 2023 年度事業報告書・決算報告書が届い

ております。ご覧になりたい方は事務局にお声がけ
ください。 

 

 
幹事報告 中野 広行幹事 
・次週 30 日は夜間例会です。麹町のイタリアンレン

ストラン「トラットリアフィオーレ」で 17:15 よ
り開催予定です。よろしくお願いします。 

・親子はねやすめと、能登半島豪雨災害支援金への
ご協力ありがとうございました。 

 
ロータリーの友 10 月号の紹介 角田 靖会員 
 今月は米山月間で「よねやまにもっと親しもう！」
ということで 17 ページ目に特集があります。「米山学
友会を知ろう」ということで、上海、モンゴル、ベト
ナム、台湾の学友会について掲載されています。また
ロータリー米山奨学記念館の資料もあり、ぜひ皆様熟
読していただきたいと思います。 
もうひとつ、8 ページ目に「名士の足跡」ということで、
米山梅吉の静岡県長泉町、渋沢栄一の埼玉県深谷市、
福沢諭吉の大分県中津市のことがかかれており、こち
らの方もかなり楽しい内容だと思いますのでぜひ熟読
してください。 
 

出席報告 

会 員 数   36 名 ゲ ス ト    0 名 

出 席   20 名 ビジター    0 名 

Z O O M    1 名 合 計   21 名 
 
 
 
 
 
 
 

司会進行 
点鐘  

加藤 丈晴会員 

海江田健司会長 
我らの生業 
ニコニコボックス報告  

 西村美智子会員 
加藤 丈晴会員 

会長報告 海江田健司会長 
幹事報告 中野 広行幹事 
出席報告 加藤 丈晴会員 

今後の予定 
11/20(水）(於)ブックハウスカフェ 
      佐々木 啓策会員 
11/27(水）(於)東京ドームホテル 

ボーイスカウト千代田第 1 団 団委員長 
飯塚 正秀様 

12/ 4(水）(於)東京ドームホテル 
卓話未定 

本日の卓話  世界一の親日国タイの“日本離れ”と 

バンコク日本博の挑戦 
バンコク日本博代表・㈱ジェイエデュケーション代表 長谷川 卓生様 
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クラブフォーラム 

1. 地区補助金申請の奉仕事業について 

 
司会進行 中野 広行幹事 

中野幹事 
地区補助金に関する各種資料をお配りしました。

2025-26 年度の地区補助金の申請が、来年 1 月～2 月の
締切りで、その前に地区補助金セミナーが 11 月に ZOOM
で開催予定です。地区補助金を申請する、しないに関
わらず、ロータリー財団の担当の方に出席していただ
きます。よろしくお願いします。 
地区補助金について、まずは牛島会員から、実際これ
はどういったものなのかということをレクチャー頂き
たいと思います。 
 
牛島会員 

お茶の水 RC は比較的地区補助金を使っていたクラブ
です。皆さんがロータリー財団に寄付したお金が、財
団の方で資金運用し、各地区にお金が戻ってきたもの
を活用する、というものです。 
私が担当したものは 2 回あります。1 回目は今も継続中
の「MLT こどもプロジェクト」千代田区の行政の手が届
かない子供たちの支援というものを申請し、補助金を
いただきました。2 回目は、こちらのスペースを使わせ
ていただいて、今本会員とこども食堂的なものをやり
たいという話があり申請しましたが、それは残念なが
ら通りませんでした。 
申請したすべてのクラブが面談を行い、面談の内容で
補助金が出るか出ないかを決めます。MLT の申請が通っ
た理由は、どこも気づいていなかった、今までどこも
手を付けていなかったところに手を付けたというとこ
ろを評価していただき、総額 100 万円の補助金をいた
だきました。クラブから 20％、地区からは 80％の資金
がいただけるというもので、単年度なので、MLT のとき
は 60 万円地区からいただき、クラブから 40 万円を初
年度に手渡しました。地区補助金の性格からすると、
比較的短い期間で支援ができるということが前提にな
ります。お茶の水 RC の長い支援は 10 年一区切りとな
っていますが、地区補助金に関わるような活動は、3～
5 年くらいで一区切りつけられるものがいいと思います。
初年度は地区から 60 万円出ますが、その後はクラブが
出さなくてはいけないので、MLT の場合、初年度はうち
のクラブから 20％出さなくてはいけないので 40 万円で
したが、翌年から 10 万円と減額して今継続しています。 
2 度目のこども食堂がなぜ通らなかったかというと、今
本会員から、ちゃんとした食事を子供たちに提供した
いという強い意思があり、いろいろ計算すると、子供
たちから何百円かお金をもらわないと内容が維持でき
ないというところがあり、ここがネックになりました。
子供たちに満額補助しなければいけないということで、
最終的に跳ねられてしまいました。 
以前車イスを寄付したこともありましたが、条件から
すると、他クラブがやっていない、他の団体がやって
いないということがあります。MLT は、当時私が選んで
見つけてきた 4 団体の中、事前に面談を行い MLT がも
っとも手が届いていない支援が必要だということで選
びました。クラブ全体というよりは、皆さんで探すと

いうのもなかなか難しいので、各個人の方たちがこう
いうのを見つけて来たので支援してあげたい、みたい
なものがあれば、ぜひ土俵にあげていただきクラブで
検討し、せっかくですから地区補助金使っていただき
たいと思います。 
実行年度は次年度、山田会長年度になりますので、次
年度会長幹事も当事者として、ぜひ海江田会長・中野 
幹事と相談しながら主導していただき、何か地区補助
金に値するものが見つけられればと思います。 
先日のガバナー公式訪問の際、お茶の水 RC は、クラブ
の規模の割には奉仕活動が多い、やりすぎて倒れちゃ
いませんか、と言われました。年間予算や会費値上げ
の件もあり、活動に対して年間クラブから出していて、
これを削らずに、また加算するということが可能か、
ということもよく考えなければいけません。 
私の個人的な意見ですが、MLT はもう今年度で充分に支
援さしあげたと思っています。お子さんたちに食事を
提供する食材費が足りないというお話しだったのです
が、現状そんなに使われていない。もし必要でないの
であれば、そういう状況なら当初の役目を果たしたと
いうことで、次の支援に移ってもいいかと思います。 
 
中野幹事 

実際の次年度地区補助金申請受付期間が来年 1/9～
2/7 で、来年の 7 月から 1 年間の活動が対象です。配布
資料の中に、現在当クラブの社会奉仕、国際奉仕、青
少年奉仕活動一覧があります。予算のいろいろな問題
もありますし、これからどうしていくのか、また新た
にこういった事をぜひ、というようなこともあるでし
ょうし、その辺りを申請締め切り前までにいろいろと
出していただければと思います。 
 
牛島会員 

社会奉仕活動のなかで言うと、親子はねやすめは東
京神田 RC が中心になっている活動で、MLT こどもプロ
ジェクトも支援継続中なので、補助金は取れない。ウ
ォーキングクリーンプロジェクトは、うちのクラブは 2
度地区で同じような形で賞をいただいているので新し
さがない。ほんとに補助金を取りにいくのであれば、
今まで手のついていないところかなと思います。 
 
木宮会員 

国際奉仕活動の中の、タイのバンコク日本博の後援
は予算 0円です。後援の名義だけです。 
 
石渡会員 

他のクラブや以前からやっているのはダメだとか条
件が多い。出尽くしてしまっている。千代田方式でや
ればいいのでは。千代田は千代田で、お茶の水はお茶
の水で、と思います。 
 
中野幹事 

いろんな条件が事細かく記載されていますし、面談
で最後は決まるということもあったりして、申請まで
の労力が結構あった上に、その面談で落とされる確率
もかなりあります。熱意と、この活動を、補助金を使
ってやりたいという熱意が必要です。 
補助金の予算額も決まっているだろうし、公平性や平
等性を考えなくてはいけないし、すべての申請を全部
通す、というわけにはいかないかと思います。 
 
 
 



石渡会員 
高齢者で考えたらどうでしょうか。高齢者が食べら

れるような、集まる場所を作る。うちの方では高齢者
はみんなビルの上に住んでいます。下に降りてこない
し、付き合いも何にもなくなっています。老人の口に
合う食事を出すから、ちょっと下に降りて来いよと。
そういう発想ならできます。 
 
牛島会員 

千代田区は貧困層がいないそうです。逆に年配者を
救う話を他の RC で話していたら、すごくいいね、と言
われました。現に、年配者だけで運営しているカフェ
があるらしいです。ほとんど女性の方が運営している
そうですが、あるとき、男性が 1 人入って来られて、
その方は元々料理人だったということで、参加して料
理を作っていただいたら、それがすごく人気になり、
月に 1 回「源さん食堂」の暖簾がかかり、結構いっぱ
い地元の方たちが来てくれて、お年寄りの方も来てく
れるということがあって、やりようによっては牛島さ
ん、可能だよと言われています。 
 
西村会員 

最近私も父の介護を目の当たりにして思いますが、
老人向けは、支援体制が厚く、入れ替わり立ち替わり
色んな人に来てもらっていろんな支援してもらってい
ます。ロータリーの精神に則るということに合致する
のかなと思います。千代田区でないといけないのでし
ょうか。 
 
石渡会員 

食事はともかく、みんな雑談したり話をしたいと思
っているけれども、ただ誘うだけではきっかけがない。 
逆に言えば、その集まった人からご祝儀をもらえば、
ニコニコも潤うかもしれません。そういうのをもうち
ょっと考えれば、財政も豊かになる、と思います。 
 
西村会員 

利益を目的にすると補助金は出ないと思います。 
 
中野幹事 

目的に合致するかどうかは微妙です。 
 
岡田会員 

千代田区は、ビルの中にいる独居老人がすごく多い
です。町会長だった方とか、自分のビルの上に住んで
いて、所得があるから、区から補助をもらっておらず、
そういう人たちを住宅基本政策で救済しなければいけ
ないのではないか、ということを、住宅の基本政策の
審議会で主張された方がいて言い争いになったことが
あります。そういう人の居場所を作ってあげると、や
ったことがない事だしいいのではないかと思います。 
 
永井会員 

現状やっている奉仕活動も、石渡会員のいう老人の
こともわからないこともなく、その通りだと思います。
ただ、資金というのが限られています。申請が通らな
いといけないので、通るために何が重要なのかといっ
たところに、議論する余地があると思っています。石
渡会員がいうように老人より子供なのですが、子供に
関しては、家自身に収入がなくて困っている子供とか、
親が働いていて家におらず、子供が食べられない、と
いうケースもあると色々聞いています。的を絞って、

何を優先的にやったらいいのか、限られていますから、
ちょっとそこは悩みます。 
 
牛島会員 

MLT がなぜ評価されたかというと、MLT こどもプロジ
ェクトで支援を受けている子供たちは、じつはお金持
ちのご子息で、千代田区の高級マンションに住んでい
る子供たちです。だけど親がダブルインカムとかで家
にいない。高級マンションだから、外から移り住んで
きていて地元の子供たちと馴染めず、不登校になって
いって、就学できないから学力が落ちてしまう。とこ
ろが親には金があり貧困ではないから、区の支援を受
けられません。千代田区は貧困の子供ってあまりいな
いので、そこのところによく目をつけたね、っていう
ことでした。金持ちでも、弱者が生まれてしまう、と
いうことがあるし、どこに光を当てるかということだ
と思います。 
 
和田会員 

私の経験ですが、こどもカフェじゃなくて、こども
服の譲渡会、をやっています。 
こども服ってすぐ着られなくなるので、それをうちの
本郷支店の会議室を使ってやったことがあります。本
郷なので、千代田区と同じような状況で富裕層の方が
多いのですが、こんなに人がいるのかと思うくらい沢
山の人が来ていました。それを無償で譲渡するのです
が、服集めや、運営するのにもお金がかかりますので、
カフェと一緒にするとか、なんか派生的にいろいろく
っつけてできないのかなと、お話しを聞いていて思い
ました。服は地域の人から集めたり、それを専門にや
っている業者みたいなのがいて、本来はけっこう地方
のショッピングモールなんかで人を集めるためにやっ
ていますが、都内でやればそれだけでやっても人がい
っぱいいらっしゃいます。 
 
石渡会員 

ファミリーバザールでもやったことがありますが、
集まり過ぎて、さばくのに費用がかかってしまいます。
外国に送るのも大変です。 
 
中野会員 

いろいろな意見、活発な意見ありがとうございます。
補助金セミナーにまずは出席していただいて、今日の
時点では一応ここまでとさせていただきます。 
ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第 1387 回 2024 年 10 月 30 日（水） 

夜 間 例 会 
17時 15 分～ (於)トラットリアフィオーレ 

 
会長報告 海江田 健司会長 
・10 月 25 日に戸部 八郎元会員がご逝去されました。

77 歳です。謹んで哀悼の表し黙祷を捧げたいと思い
ます。（黙祷） 

・10 月 24 日～25 日開催の日韓親善会議に青木会員が
ご参加されました。 

・次週 11 月 6 日は休会です。次回は 11 月 13 日で東京
ドームホテルでの例会です。11:30 より理事役員会
を開催しますので関係者の方はお集まりください。 

＜地区関係行事＞ 
・11 月 8 日地区補助金管理セミナーに神保会員が出

席します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

司会進行 渡辺 和久会員 
点鐘  海江田健司会長 
会長報告 海江田健司会長 


